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證

空

に

お

け

る

釈

尊

観

大

塚

靈

雲

法
然
門
弟

の
ひ
と
り
と
し
て
そ
の
思
想
を
継
承
し
た
謹
空

(
一
一
七

七
～

一
二
四
七
)

の
、
初
期
教
学
の
代
表
的
な
著
述
で
あ
る

『自
筆
紗
』

を
通
し
て
、
謹
空
初
期
の
教
学
に

「仏
陀
釈
尊
」
が
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ

て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
謹
空
に
お
け
る
釈
尊
は
、
衆
生
化

儀

の
存
在
と
し
て
特
色
が
あ
り
、
重
要
な
意
義
を
も

つ
か
ら
で
あ
る
。

一
、

仏
身
仏

土
観

ま
ず
謹
空

は
、
仏
陀
釈
尊
を
ど
の
よ
う
な
仏
身
と
と
ら
え
、
そ
の
浄

土
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

釈
迦
如
来
ひ
と
り
、
大
悲
余
に
超
え
て
五
百
の
大
願
を
発
し
、
誓
願
世
に
超

え
て
人
壽
百
歳
の
時
に
出
で
給
ふ
。
(中
略
)
其
の
因
位
の
誓
願
既
に
成
じ
て
、

正
覚
成
り
給

へ
る
体
な
れ
ば
、
果
の
上
に
大
悲
抜
苦
の
名
殊
に
顕
れ
給
ふ
。

(中
略
)
「隠
於
西
化
」
と
い
は
、
『浬
薬
経
』
に
説
く
所
の
無
勝
の
浄
土
を
指

し
て
、
西
化
と
云
ふ
。
彼
の
浄
土
は
是
よ
り
西
方
四
十
二
恒
河
沙
の
世
界
を

過
ぎ
て
是
あ
り
。
釈
迦
の
報
土
な
り
。
か
し
こ
の
化
導
を
此
の
世
界
の
八
相

成
道
の
機
に
隠
し
て
、
直
ち
に
凡
地
よ
り
修
行
し
て
成
仏
す
と
示
し
給
ふ
故

　
エ

　

な
り
。
『
法
事
讃
』
に
は

「捨

彼
荘
厳
無
勝
土
、
八
相

示
現
出
閻

浮
」
と
云
ふ
。

善
導

『法
事
讃
』
と

『浬
薬
経
』
を
典
拠
に
し
て
、
こ
こ
よ
り
西
方
四

十
二
恒
河
沙
の
仏
土
を
過
ぎ
て
、
釈
尊

の
浄
土
た
る
無
勝
浄
土

の
化
主

が
そ
の
化
導
を
隠
し
て
、
こ
の
娑
婆
人
壽
百
歳
に
出
て
八
相
成
道

の
機

と
な
り
成
仏
を
果
た
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
浄
土
は
五
百
大
願
成
就

の
別
願
酬
因
の
報
土

で
あ
つ
て
、
大
悲
抜
苦

の
た
め
に
凡
地
に
出
現
し
た
仏
身
な
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
仏
身

の
性

格
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「驚
入
火
宅
之
門
」
と
い
は
、
無
勝
浄
土
に
報
身
自
覚
窮
満
の
智
、
常
に
住
し

給
へ
り
と
錐
も
、
覚
他
窮
満
の
大
悲
に
催
さ
れ
て
、
我
等
が
五
濁
乱
漫
の
苦

に
逢
へ
る
事
を
み
そ
な
は
す
に
、
大
智
の
心
静
な
ら
ず
。
速
や
か
に
此
の
三

　
　
　

界
に
出
で
て
八
相
を
唱
へ
給
ふ
。

因
位
の
五
百
大
願
を
成
就
し
た
自
覚
覚
他
覚
行
窮
満
の
報
身
仏
が
、
い

ま
大
悲
に
催
さ
れ
て
三
界
に
応
を
垂
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
本
仏
と

し
て
の
仏
格
は
報
身
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
報
身
仏
観
は

阿
弥
陀
仏
と
不
離

一
体

の
関
係
に
お
い
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

「覚
行
窮
満
」
を

「為
仏
」
と
云
へ
ば
、
是
則
ち
化
身
の
相
に
あ
ら
ず
。
実
修
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実
證

の
法
身

の
相
な
り
。
化

身

は
此

の
報
身

の
功
徳
を
衆
生

に
説

き
聞
か

せ

ん
為

の
身
な
れ
ば
、
・
仏

の
義

を
釈
す

る
時

は
、
眞
実

の
本
意

を
存

し

て
、
報

　
ヨ

　

身

の
仏

の
相

を
釈

す
る
な
り
。
(中
略
)
釈
迦

・弥
陀

一
仏

と
釈
す
る
心
な
り
。

と

し

て

、
能

所

不

離

の

「釈

迦

弥

陀

一
仏
観

」

と

す

る
。

し

か

し
基

本

的

に

は
、

真
如

法

性

と

し

て

の

法
身

の
体

を

も

つ
こ
と

は
明

ら

か

で

あ

　　
　

る
。
「
一
切
衆
生
真
如

の
理
を
備

へ
て
、
法
性

の
体
等
し
。
」
し
た
が
つ

て
證
空
に
お
け
る
釈
尊
観
は
㍉
基
本
的
な
法
報
応
の
三
身
思
想
を
導
入

し
つ
つ
、
釈
尊
を
単
に
応
化
身
と
見
る
の
で
は
な
く
、
釈
尊
実
修
実
證

の
報
身
報
土
よ
り

「報
身

の
功
徳
を
衆
生
に
説
き
聞
か
せ
ん
為

の
身
」

と
し
て
い
る
こ
と
が
特
色

で
あ
る
。
そ
の
所
説
も

「報
仏
　
を
垂
れ
て
、

八
相
成
道
し
て
観
門
を
開
き
給
ふ
は
、
是
を
説
か
ん
為
な
れ
ば
、
釈
迦

　　
　

の
説
は
弥
陀

の
説
に
帰
す
」
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
善
導

の
仏
身
観
に
立
脚
し
て
い
る
こ

　　
　

と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
證
空
の
中
期
の
著
作

『他
筆
紗
』
に
至
つ

て
も
同
様
の
仏
身
観
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

二
、

釈
尊

の
性
格

仏
の
字
よ
り
能
化
の
説
の
心
を
顕
す
。
是
則
ち
行
門
な
る
故
に
。
弥
陀
は
境

の
仏
な
り
。
能
化
の
義
疎
し
。
行
者
の
修
習
力
よ
り
顕
る
べ
し
と
分
別
す
る

　ヱ

故
な
り
。
釈
迦
を
以
て
能
化
と
は
す
る
な
り
。

弥
陀
を
所
観

の
境
と
す
る
の
に
対
し
て
、
釈
尊
を
能
化
と
す
る
。
そ

の
能
化
は

一
応
行
門
の
説
を
も

つ
て
衆
生
を
済
度
す
る
の
で
あ
る
。

大
悲
は
釈

迦
如
来

の
徳
、
諸
仏

に
異

に
濁

世

の
機

を
度

し
給
ふ
故

に
、

一
実

　
　

　

の
法
雨
、
釈
尊
調
機

の
大
悲

よ
り

一
切
衆

生
に
注

ぐ
と
云
う
心
な
り
。

世
尊

　　

　

と
い
は
、
今
の
観
門
の
教
主
、
恩
徳
広
大
の
釈
迦
如
来
な
り
。
『観
経
』
の
観

門
の
道
理
を
得
つ
れ
ば
、
佛
出
世
の
本
意
、
弥
陀
の
別
願
を
説
か
ん
が
為
な

　む

り
。
此
の
別
願
の
詮
を
尋
ぬ
れ
ば
、
未
来
悪
世
の
凡
夫
を
度
す
に
あ
り
。

し
か
し
報
身
仏
よ
り
応
化
し
た
釈
尊
は
、
恩
徳
広
大
大
悲

の
徳
を
も
つ

て
未
来
濁
世
の
機
を
調
機
し
、
出
世
の
本
意
で
あ
る

『大
経
』
所
説
の

別
願
称
名
念
佛
を
も
つ
て
済
度

せ
ん
た
め
に
、

『観
経
』
十
六
観
門
の

経
説
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
證
空
に
お
け
る
釈
尊
は
能
化

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
「観
門
の
教
主
」
に
他
な
ら
な
い
。

三
、
釈
尊

の
教
説
観

で
は
そ
の
釈
尊
出
世
本
懐
の
教
説
と
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す

る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

釈
迦
は
能
く
浄
土
の
法
を
説
き
て
凡
夫
を
度
し
給
ふ
。
観
門
是
な
り
。
弥
陀

は
能
く
説
か
れ
て
来
迎
し
給
ふ
。
弘
願
是
な
り
。
此
の
法
説
か
る
れ
ば
凡
夫

　　
　

必
ず
摂
せ
ら
る
。
『観
経
』
の
観
門
の
道
理
を
得
つ
れ
ば
、
仏
の
出
世
の
本
意

　む

弥
陀
の
別
願
を
説
か
ん
が
為
な
り
。

釈
尊
は
衆
生
済
度

の
た
め
に
出
世
の
本
意
で
あ
る
浄
土
の
法

(『観
経
』

所
説
の
観
門
)
を
説
き
、
そ
れ
に
よ
つ
て
来
迎
仏

(具
体
的
に
は
第
七
観

の
住
立
仏
)
で
あ
る
弥
陀
弘
願
が
顕
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
釈
尊
を

能
説

・
観
門
、
弥
陀
を
所
説

・
弘
願

の
関
係
に
位
置
づ
け
る
。
で
は
そ
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の

『観
経
』
の
所
説
の

「観
門
」
と
何
か
。

能
詮
の
定
散
は
要
門
な
り
。
所
詮
は
能
詮
に
依
り
て
顕
る
。
此
の
故
に
要
門

を

一
経
の
本
意
と
す
。
其
の
要
門
は
定
散
二
門
な
れ
ば
、
即
ち
十
六
の
観
門

な
塊
・

釈
尊
の
出

世
本
懐
は
、
『大
経
』
所
説

の
本
願
を
説
か
ん
が
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
本
願
は

『観
経
』
所
説

の
定
散

二
善
十
六
観
の
要
門

を
通
し
て
初
め
て
弘
願
と
し
て
開
顕
す
る
。
釈
尊
は

「能
詮
」
『観
経
』

所
説
の
要
門
を
も
っ
て
弥
陀
の
功
徳
を
顕
わ
し
、
『大
経
』
に
説
か
れ

る
弥
陀

の
本
願

(弘
願
の
体
)
を
所
詮
と
す
る
。
従

っ
て

『観
経
』
・
『大

経
』、
要
門

(観
門
)
・
弘
願
、
釈
尊

・
弥
陀
を
そ
れ
ぞ
れ
能
所
の
関
係

に
置
き
つ
つ
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
関
係
は

「所
詮
は
能
詮
に
依
り
て

　む

顕
る
。
能
詮
必
ず
所
詮
あ
る
故
に
、
要
門
開
く
れ
ば
、
弘
願
顕
る
」
の

で
あ
り
、

そ
こ
に
こ
そ
釈
尊
出
世
本
懐
と
し
て
の

『観
経
』

一
経

の
本

　お
　
意

が

あ

る
。

繹
名

の
心
、
無
量

寿

の
名
字

よ
り
、

依
正

二
報
、

通
別
真
仮
等

の
相

を
開

き

て
、
是

を
釈
す
。

是
則
ち
弥
陀
弘
願

の
名

字
よ
り
、

釈
迦
観
門
欣
慕

の
法

を

説
き
給

へ
ぼ
、
此

の
観
門
還
り

て
弘

願
に
帰
す

べ
し
。
観
門

に
留

ま
る
べ
か

ら
華

し
か
し
も
と
も
と
そ
の
根
本
を
尋
ね
る
な
ら
ぼ
、
依
正
二
報

・
通
別
真

仮
の
諸
相
と
い
え
ど
も
、
す
べ
て
弥
陀
弘
願
の
名
字
よ
り
開
か
れ
た
釈

尊
所
説
の
観
門

・
欣
慕

の
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の

観
門
の
法

は
弘
願
に
帰
す
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
完
結
す
る
。
(「今
の

『
観
経

』

は
、
弘
願

よ

り
開

け

て
帰
り

て
弘
願

を
顕

し
、
弘
願

を
成

じ

て
又
弘

　む

願
に
帰
す
。
一
切
の
凡
夫
の
出
離
是
に
よ
る
」)。
観
門
は
あ
く
ま
で
も

「欣

慕

の
法
」
で
あ
つ
て
、
説
の
如
く
行
ず
べ
き
行
門

の
法
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
観
門
は
、
未
来

世

一
切
の
凡
夫
が
弘

願
を
欣
慕
し
通
入
す
べ
き
法
門
で
あ
っ
た
。
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『
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』

一

・
三
〇

頁

2
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・
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3

一
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下
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一
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三

三
上

5

一

・
四
八

下

6

五

・
五

三
下

、

五

七
下

7

一

・
四
〇

上

8

一

・
三

三
下

9

一

・

一
四
上

10

一

・
三

五

上

11

一

・
四
〇

下

12

一

・
三

五

上

13

一

・

一
上

14

一

・
四
九

上

15

一

・
三

下

16

一

・
四

三
下

～

四

上

17

一

・
四
六

下

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

證
空

、
釈
尊
、
仏
身
仏
土

、
観
門

(西
山
短
期
大
学
専
任
講
師
)
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